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使用説明書-保証書 


このたびは、弊社製品をお買い上げいたださありびとラございまず。 

この説明書には、フジフイルムインスタントカメラ instax mini 30の 
使い方びまとめられていまず。 

内容をよくご理解の上、正しくご使巧ください。 



鸟 1 )FUJIFILM 


富±写真フイルム株式会社 


♦本製品についてのお問いさわせは… 


ま±フイルム化候含#巧 〒〇60-加02化巧巿中央区化2を西 4-2 化 ffi ミ井ビル別な TEL 

ま±フイルム仙を含#巧 干 980-0811 仙台巿靑奎区一を町 4-6-1 仙台第一生をタワービル TEL 

き±フイルムまち西売が 干 106-8620 まち巧ち区西麻ホ 2-26-30 TEL 

ま±フイルムを古屋営餐巧 干 460-0008 を古屋ホ中区栄 2-10-19. 

ま±フイルム大阪支社： 干 541-0051 大化巿中々区巧を巧 3-5- 

ま±フイルム広 S 営#巧 干 732-0816 広島巿巧区比治山本巧II 

ま±フイルム巧巧含#巧 干812-加け福岡巿巧を区住ま 3-1-1 
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♦ «±フォトサロン•まま，大巧は受けまし業 
参ま±フイルム製品のわ問い合わせは… 

おをなコミュニケーションセンター(月酉日〜を巧日午巧9 : 30〜午を5 : 00) TEL (03) 3406-2981 


.、受け巧し果育のみとなります。 


四 FUJIFILM 巧証書 

概も instax mini 30 一 


わち前 
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Printed in China 


BB14138-101 FGS-204103-Ni-02 


このよ 5 なとをは • 


主な仕様 


■撮該中このよラなときは… 


このよラなとさは 

考え5れる原因 

こラしてぐださい 

シャッターび切れない。 

①電池び消耗している。 

⑩電池を交撰します。 


③電池の入れ方び間違っている。 

③電池を正しく入れてください。 


③フラッシュ充電中表示ランプ(赤)び点丹している。 

③消えるまでお待ちください。 


④電源 ON のまま何ち操作をしないで已分政 上 放置し 

④ POWER ボタンを押して、電源を入れてください。フラッシュ 


ていた。 

充電中表示ランプ(ホ)び点な後、消えれば撮影で击ます。 


⑥フィルムカウンターび" 曰" になっている。 

愈フィルムパックを取り出し、新しいフィルムパックを入れてく 
ださい。 

フィルムび入らない、または 

①撮影しよラとしているフィルムパックびこのカメラ 

⑩フジフイルムインスタントカラーフィルム instax min 階使 

スムーズに入らない。 

に適合しない。 

用します(他のフィルムは使巧できません)。 


②入れちび正しくない。 

霞フィルムパックの黄色の線とカメラの位置合わせマーク(載を 
合わせて入れます。 

フィルムカバーまたはフィル 
ムび送り出されない。 

♦電池び消耗している。 

♦電池を交換しまず。 


■出来上がった写真びこのよラなときは… 


このよラなとさは 

考え5れる原因 

こラしてください 

出来上びった写真び白っぽい。 

① 濃淡コント□ールび© [ U 白 HTEN ] にセットされて 
いる。 

② 撮影時の湿度び低い (snu (下)。 

③ 背景び被写体より暗ずざる。 

④ AE 受光窓、またはフラッシュ受光窓をふさいで 
いた。 

⑥背景の明るさび十分な場所で0フラッシュモードに 
なっていた。 

①濃淡コント□-ルを [ NORMAL ] (表示なし）にセットします。 


霞撮影前のカメラを暖かし囉所に置し)てから撮影してください。 

また、送り出された写真をポケットの中などで湿めまず。 

趣濃淡コント□-ルを® [ DARKEN ] にセットします。 

④ AE 受光窓、フラッシュ受光窓をふさびないよラに、カメラの 
構え方に注意してください。 

⑥0フラッシュモードを觸除してください。 

出来上がった写真び暗い。 

① 濃淡コン ト□-ルび© [ DARKEN ] にセットされて 
し伯。 

② 撮影時の温度び高い (4 び Cl ； (上)。 

③ 逆光で撮該した。 

④ フラッシュ発光部びふさがれている。 

⑤ 背景び被写体より明るずぎる。 

⑧フラッシュの光び届かない。 

⑦鏡やガラスなどによるフラッシュ反射光の影響を受 
けている。 

©濃淡コント□-ルを [ NORMAL ] (表おなし）にセットします。 


霞力ラを涼しい場所に置しでから撮該してください。また、送 
り出された写真を熱し化のの上や近くに置かないでください。 

③ 順光撮影を行うか、0フラッシュモードでフラッシュ撮影を 
行ってください。 

④ 力 X ラの構え方に注意してください。 

愈濃淡コント□-ルを© [ UGHTEN ] にセットします。 

⑥ 被写体から 0.6 rn 〜 3 rn の範囲に近づいて撮該します。 

⑦ 鏡やガラスに対して斟め方向から撮影します。 

画面びぼんやりしている。 

①撮影距離び近すざる。 

③撮影距離の設定び適切でない。 

③ 撮影レンズび巧れている。 

④ 手プレのため。 

© 0.6 m し^上離れて撮影します。 

② 被写体の距離に合わせて撮影距離をセットします。 

③ レンズををれいにします。 

④ カメラをしっかり構えて、ゆっくりシャッターボタンをす甲します。 
室内や暗い屋外で〇フラッシュモードをご使用になる焉合に 
は、ス□ーシャッターになりますので、テーブルや己脚などを 
利用してカメラを固定することをおすすめしまず。 

画面にむらびある。 

① 取り出してずぐ写真に圧力び掛かった。 

② 写真びスムーズにをり出されなかった。 

⑩画面内を押さえたり、曲げたりしないでください。 

③フィルム出□を指などでふさびないで<ださい。 

フアインダーでねらったをの 
とズレて写った。 

♦ 撮該距離び近ずざる。 

♦ 0.6 m 政上離れて撮影しまず。 


ををにごほ用いただ<ために 


♦ この製品および付属品は、写真撮影政外の目的に使巧しないでください。 

•製品の安全性には十分配慮しておりますび、下記の内容をよくお読みの 上、 正しくご使巧ください。 
• この説明書はお読みになった棲で、いつでを見られるところに必ず保管してください。 


A 警告 

A を意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死こまたは重傷を負う巧 
能性び想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをずると、人び傷善を負ラ巧酷1まび想定 
される内容、および物的損害のみの発生び想定される内容を示していまず。 


A 警告 

® 絶対に分解しないでください。感電の恐れびあります。 

A 落下などにより内部び露出したときは、絶対に輔れないでください。高圧回路びあり感電する恐れびあります。 

A 力><ラ(電池)び熱くなる、煙び出る、編ブ臭いなどの異常を感じたときは、ただちに電池を取り出してください。発火ややけどの恐れびあります(電 
池を取り出ず際、やけどには十分ご注意<ださい)。 

Q フラッシュを人の目に近づけて発光しないでください。一時的に視力に該響することびあります。特に乳幼児を撮影するときは気をつけてください。 

A 力分ラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などび入ったときは、ただちに電池を取り出してください。発熱•発乂の恐れびあります。 

心 引义性の高いガスび充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナーなどの近くで力 ラを使用しないでください。爆発や発乂 •やけどの恐れ 
びあ0ます。 

A カメラは乳かおの手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤ってストラップを首に巻き付けると、窒息する恐れびあります。 

電池の分解、加熱、乂中への投入、充電、ショートは絶対にしないでください。破裂の恐れびあります。 

A 指定外の電池を使わないでください。発熱•発火の恐れびあります。 

A 電油は乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤って飮み込む恐れびあります。万一飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を 
受けて < ださい。 

/ K 付属の接写レンズを通して太陽を見ないでください。失明の恐れびあります。 

ま意 

^ カメラを城らしたり、说れた手で触ったりしないでください。感電の原因となることびあります。 

A 自転車や自動車•列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮影をしないでください。交通事故などの原因となることびあります。 

A 新しい電池と古し價池、違う種類の電池を混ぜて使巧しないでください。また、電池の©©を誤って装てんしないようにご注意ください。電地の破 
裂、液ちれにより、発火、けびや周囲を巧損ずる原因となることびあります。 

^ カメラの内側の可動部に触れないでください。けびの原因となることびあります。 

A 付属の接写レンズを太陽光の当たる場所に放置しないでください。太陽光び集光した場合には高温になり、発火ややけどの原因になる恐れびありまず。 


C€ 


このマークは、を全せ、衛生、環境及び消養ち保護に関する EU (欧州 
連合)の要ず事項を,製品び満足していることを証明するをのです。 
(CE とはヨー □ ツバ認をに onformi お Europ6enne) の略） 


使用フィルム 
画面サイズ 
レンズ 


フジフイルムインスタントカラーフィルム instax mini 
62 nnmx 46 mm 

沈月同式フジノンレンズ3群3枚構成 f =60 mm 1；12 


ファインダー 
距離調節 
シャッター 

露光調節 
フィルム送り出し 
フラッシュ 

セルフタイマー 
液晶表 
電 源 

その他 
大きさ.重さ 


実债式ファインダー 0.37 倍ターゲットマーク付を 

電動吕点切り曾え式 (0 .已 m 〜 3 m /3 m 〜の）撮影範囲： 0.已 m 〜の 

プ□グラム式電テシャッター]/30秒〜]/400秒低輝度0フラッシュモード時：]/3砂 

2シャッターボタン(縦位置撮影/横位置撮獻 

自動調節連動範囲： LV 10.0-1 己. CKISQ 80日）露光補正(濃淡コント□-ル）： +2/3 EV 
電動式 

低輝度自動発光オートフラッシュ（自動調光）0フラッシュモード(ス□ー シンク □/ 強制発光） 

充電時間：曰.2砂〜已砂(新品電池使巧時）フラッシュ充電中表示(ホ LE □点な）フラッシュ撮影距離： 0.6 m 〜 3 m 
電子式作動時間：約1日秒途中辭除可能セルフタイマーランプ付を 

フィルムカウンター(残数表示式）遠距離撮影マーク0フラッシュモード濃淡コント□-ル 
リチウム電池 CR 2 2本撮影巧能パック数；約30パック(当社試験条件による） 

=脚ねじ巧、フィルムパック確認窓付を 

122. C ) mmxl 06.0 mmx 己 2. C)mm 狭起部除く）3吕已邑(電池、ストラップ、フィルム別） 


* 仕様-性能は、予告なく変更する場合びありますのでご了承ください。 


取扱上のお願い 

ki _ 


■カメラの取り扱い 

1. カメラは精密機械ですから、水に妨らしたり、落としたりしてショックを 
ちえないでください。また、砂の掛かりやすいところには置かないでくだ 
さい。 

2. 市販のストラップをご使用になる場合は、ストラップの強度をご確認の 
上、ご使用ください。携帯電話、 PHS 用ストラップは軽量機器用ですの 
で、ご使用の際は特にご注意ください。 

3. =脚を使巧するときは、三脚の強度をご確認の上、力ラ本体ではなく王 
脚の方を回して取り付けてください。=脚を取り付ける際は、=脚のねじ 
を回しすぎたり、無理な力を加えないよラご注意<ださい。 

また、力ラを吉脚に取り付けたまま持ち運ばないでください。けびをし 
たり、カメラを破損する恐れびあります。 

4. 長期間お使いにならないときは、電池を取り出して、湿気、熱、ほこりの 
影響のみないところに保管して<ださい。 

己.レンズ、ファインダーなどび巧れたら、ブ□アーブラシでほこりをすムい、 
柔らかい布で軽くふきとってください。 

6. 汚れをふきとるのにシンナー、アルコールなどの溶剤は使用しないでくだ 
さい。 

7. フイルム室に汚れやほこりびあると、フイルムを傷つけることびありま 
す。特にカメラ内部の清掃は常にむ掛けてください。 

8. 閉めさった自動車の中や、高湿の場所、湿気のある場所、ミ毎岸などに長時 
間放置しないでください。 


日.ナフタ U ンなど防虫剤のガスは、力;ラにちフィルムにを有害ですから、 
たんすなどへの収納は避けてください。 

10. このカメラはマイク□コンピューターによって制御されているため、ごく 
まれにカメラび誤作動する場合びあります。このよラなとさは、電池を 
いったん取り出し、再度入れ直してください。 

11. このカメラの使用温度範囲は+日む〜+40ででず。 

■フィルム、写真の取り扱い 

1. フィルムは、涼しい乾燥した場所に保管してください。特に閉め切った自 
動車の中などの極端に高温の場所に長時間放置しないでください。 

2. カメラに入れたフィルムは、でさるだけ早く撮影して<ださい。 

3 .フィルムを極端に温度の低い場所や高い場所に置いてしまった場合は、通 
常の温度になじんでから撮該してください。 

4. フィルムは有効期限内にお使いください。 

己.空港の預け入れ荷物検査などでの強い X 線照射を避けてください。未使巧 
のフィルムにカプリなどの影響び出る場合びあります。手荷物としての機 
内持ち込みをおすすめします(詳しくは各空港でご確認ください)。 

日.写真は強い光を避け、涼しく乾燥した場所に保存してください。 


* がから入った異物や、フイルムからもれた液によって□ーラーびミちれた 
場合は、富±フイルムサービスステーションにご相談ください。 


製品巧証規定 


1.保証の内容 

ご購入後1年切内に万一この製品び故障したとさは、この保証書を添えてご購入 
店または蝶社サービスステーションにお届けください。無料で修理いたします。 
なお、お届けいただく隙の運賃などの請費用は、お客様にてご負担願います。ま 
た、お買い上げ店と製社間の運賃諸掛かりにつきましては、通常の輸送方まと異 
なるちまをとった場ち(定期便 m がを使用した場ち)は一部ご負担いただく場ちび 
あります。 

2 .次の堤合は保証期間内でわ上記1 . の保証規定は適巧されません(修理可能 
の場合は有料で修理をお引さ受けします)。 

イ.修理ご依頼の隙、保証書の提示または添付のないちの。 

□. 保証書にご購入年月日、販売店名び記入されていない場合、または記載事項 
を訂正された場合。 

A . 富±フイルムサービスステーション政がで分解、修理されたちの。 

二.火災、地震、風水害などの天淵こよる損傷、故障。 

ホ.お取扱上の不注意(使用説明書政外の誤操作、落下、衝撃、水掛かり、砂- 
ミ尼の付着、カメラ内部への水-砂.泥の入り込みなど)、イ呆管上の不備(高温 


多湿やナフタリン、しよラのラの入った場所でのな管)、お手入れの不備(か 
び発生など）により生じた故障。 

へ本体に付帯している付属品類(ストラップなど)および消耗品廣池類など)。 
卜.前記 L ソ外で弊社の責に帰すことのできない原因により生じた故障。 

チ.各部点検、精密検査、分解掃除などを特別にめ頼されたをの。 

3 .本製品に対する保証は前記の範囲に限られます。 本 製品の故障に起因する 

付随的損善(撮影に要した諸費用、撮影によって得るであろう利なの損失、 
精神的な損善など)の補償には応じかねまず。 

4 .本保証書は日本国内においてのみ有効でず。 

■ ご注意 

1. 本保証書は前記の保証規定により無料修理をお約束するをので、これによ 
りお客様の法律上の権利を制限するをのではありません。 

2. 本保証書の表示についてご不明の点は、使用説明書、カタ□グなどに記載 
されている弊社営業所やサービスステーションにお問いをわせください。 


ア フターサー ビスについて 

h _ 


お手持ちの製品び故障した場合には、次の要領で修理させていただをます。ご購入店または富±フイルムサービスステーションに直接お申し出ください。それ 
じ(がの責は、ご容赦いただきます。なお、保証、使い方などのご不明な点につきましても、下記に記載のお近くの弊社営業所やサービスステーションをご利用 
<ださい。 


♦ 無料修理 

故障した製品についてはご購入年月曰、販売店名の記入された、ご購入曰より1 
年料内の保証書が添付されている場合には、保証書に記載されている内容の範囲 
内で、無料 f 度理させていたださます。 

* 詳しくは、保証書に記載されている製品な証規定をご覧ください。 

♦ 有料修理 

保証期間を過ざた修理は、原則として有料となります。保証期間巧であってを、 
下記のよラな場合はずべて有料となります。また運賃諸挂卜かりは、お客様にてご 
負担願います。 

1 . 修理ご依頼の隙、保証書の提示または添付のないちの。 

2. 保証書にご購入年月日、販売店名び記入されていない場合、または記載事項 
び訂正された場合。 

3. 富±フイルムサービスステーション政がで分解、修理されたちの。 

4. 火災、地震、風水害などの天淵こよる損傷、故障。 

日.お取扱上の不注意(使用説明書料外の誤操作、落下、衝撃、水掛かり、砂- 
ミ尼の付着、カメラ内部への水-砂.泥の入り込みなど)、イ呆管上の不備(高温 
多湿やナフタリン、しようのうの入った場所でのな管)、お手入れの不備(か 
び発生など）により生じた故障。 

目.前記ながで弊社の責に帰すことのできない原因により生じた故障。 

7. 各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼されたちの。 

♦ 修理不能 

這(冠)水、強度の衝撃、その他で損傷びひどく、故障前の性能に復元できないと 
思われるをの、および部品の手当び困難なをのなどは修理でさない場合をありま 
すので、お近<の富±フイルムサービスステーションにお問い合わせ<ださい。 

• 修理部品の保有期間 

この製品の補修巧部品は、製造巧ち切り後已年を目安に保有しておりますので、 


この期間中は原則として修理をお引き受けいたします。なお、部品保有期間終了 

後でも修理できる場合をありますので、詳しくはご購入店かお近くの富±フイル 

ムサービスステーションにお問い合わせ<ださい。 

♦ 修理ご依頼に際してのごを意 

1. 保証規定による修理をお申し出になる場合には、必ずな証書を添えてくだ 
さし、 

2. ご購入店や富±フイルムサービスステーションで、ご指定の修理箇所、故障 
内容を詳しくご説明ください。故障の状態によっ " C は、事故となったフィル 
ムなどを添えてくださると修理作業の参考になります。 

3. 修理箇所のご指定びないときは、弊社では各部点検をはじゆ品質、性能上 
必要と思われるすべての箇所を修理しますので、料金び高くなることびあ 
0ます。 

4. 修理料金び高く見込まれる修理のときは roooo 円な上は連絡してほしし、」 
と金額をご指定ください。ご指定のないときは 6.0 日日円な巧の料金で修理 
完了する攝合は修理をすすめさせていただきます。 

己.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を避けるため、修理品から取 
り外してお手ちとに保管してください。 

目.修理のために製品を郵送される場合は、ご購入時の外箱などに入れてしっか 
り包装し、必ず書留小包でお送りください。 

7. 修理期間は故障内容により多少違いますび、厳重な調整検畜を行いますの 
で、普通修理品の場合は富±フイルムサービスステーションで、お預かりし 
てから通常7〜10曰位をご予定ください。 

♦ 海が旅行中の故障 

海外旅行中に故障した場合は、おが各地の富±フイルム海外を店または各国の富 

±フイルム代理店をご利用<ださい。富±フイルム海外支店、代理店の所在地一 

覧表はお近くの富±フイルムサービスステーションにおたずねください。なお、 

ミ毎がでの修理は対応でさない場合びありますので、あ5かじめご了承くださし、。 


便利に楽しくお使いいただくために 


焼き増しや引を伸ばしをでさまず ■ 


書を込みびできます 


チ I キか 6 の 巧き増しは 


^ホブリント 


お近くの写真店にご相談ください。 



水性 L ソ外の筆記用具で写真のを白に書さ込みができまず。 




































































フラッシュ充電中表示 
ランプ(ホ)が点巧して 
いるときはフラッシュ 
充電中です。暗いとこ 
ろなどでのフラッシュ 
撮影時には、フラッシュ 
を電中表示ランプが 
いったん点、なし、その 
後消なしたことを確認 
してシャッターを切って 
ください。 



* フィルム出口を指などで 
ふさがないでください。 


縦位置 


横位置 



* 最短撮影距離は 0.6 m 
です。 

* フラッシュ光が届く乾 
囲は、 0.6 m 〜 3 m です。 

* 指やストラップなどが 
撮影レンズやフラッ 
シュ発光部、フラッ 
シュ受光窓、 AE 受光窓 
に掛からないようにし 
てください。 


回 

•ファ インダー内の中 
央にある〇を目まに 
構図をホめます。 


S 構図を巧めます 


□ シヤッターを 
切ります 


S フイルムび 
送り出されます 


回フイルムを 
取0出します 



* 撮影したフィルムは、その都度取り出 
してください。 

* 必ずモー ターの 音が止まってから 
フィルムの先端を持って取り出して 
<ださい0 



最後の1枚を撮り終わると、"日"が表示さ 
れ、シャツターが'切れなくなります。 

フイルムパックを取り出します 



フィルムや出来上がった写真を取り巧ラときは… 


写真の仕上がり 


己でから4□での湿度でご使巧いただ 
<と、よい写真び得られまず。 

* 気温が低ぃときには、すぐに上着のゆった 
りしたポケットの中をどで約30巧間温め 
てくださぃ。 

* 極端に熱ぃところに置かなぃでくださぃ 
(熱い砂やコンクリートの上、ストーブの近 
くなど ) D 




振らない 


巧り巧げない 



* 撮影を後の写真は、面像がををするまで直が日光を 
避けてください。また、写真を振る、曲け‘る、押さえ 
る、こするなどしないでください 0 


しい写真は、"巧めの30巧間の温度"び大切でず。 


フィルムが残つている 
状態では、絶対に裏ぶた 
を開けないで < ださい。 

* フィルムが感光する恐れが患り 
ます。 

キフイルムカウンターがリセット 
され、正しし、撮影可能か数が表示 
されません。 


• このフィルムの内部には、黒色の腐食性(富アルカリ性)のあが含まれています。撮 
影後、約10巧間でアルカリ性は弱まりますが、モ使用のフイルムゃ撮影直後の写真 
を扱うときは、々のことをずってくださし、。 


島遙令麟 



□に入れない 切6ない 

けまに乳幼児やぺットじは 
ごま意ください） 


引きはびさない 巧を開けない 


万一、この液が皮膚やホ服などについたときは、速やかに水でを分洗ってくださし、。また、 
目や口に入った場合はただちに多量の水でを分ホった後、医師の診断を受けてください。 


1歩進んだ使い方 


付属品のほい方 


□ 電源を入れます B 撮影距離を設定します 




近距離 (0.6 m 〜 3 m ) 
の場合 


遠距離 (3 m 〜〇〇) 
の場合 


1 Ik 


濃ぶコントロール：フラッシュ：自動発光 
NORMAL (表示なし） （表示なし） 


* 言ををはをボタンを押すと切り替わります。 

* シャツタ—を 切っても設をはをわりません。 
電源が切れると、上記の初期設をに戻ります。 


人物や屋内での撮影 

電源を入れると、撮影 
距離は 0.6 m 〜 3 m に 
設まされますので、 
そのまま撮影します。 


屋外などの遠ち撮影 

ボタンを巧して、‘‘ 

3 m 〜のに設定します。 

キシャッターを切っても 
設定はをわりません。 


各部の名郝 


ストラップ通し巧 


ファインダー 
フラッシュ発光部 

陣暗いところでは自動的に 
を光します。 

滿位置撮影 

シャツターボタン 


セルフタイマー 
ランフ(ホ） 

@セルフタイマー作動中に 
点な/点ミをします。 


フラッシュ受巧窓 
AE 受光窓 


ストラツフ 



フィルム出 □ - 

防摄影るみのフィルムが 
送り出されます。 

セルフタイマー 
モードポタン(緑） 

陣セルフタイマーモード 
を設をできます。セルフ 
タイマーモード設を中 
は、ボタン部が緑点口し 
ます。 


フイルムパック確認窓- 
裏ぶた□ック 
裏ぶた 


液晶表示部 


③. 




① フイルムカウンター 
感 屋距離 撮獻 3 m 〜〇〇) 
渾濃淡 コント□-ル 
④ 〇フラッシュモード 



フラッシュ巧電中 
表示ランプ(ホ） 

陪フラッシュ充電中に 
点灯します。 

ファインダー接眼部 

電池ぶた 


ポタン部 


④ ⑤ 



が (L)© POWER 


① POWER (電源)ポタン 
霞撮影 距離切り督えボタン 

陣想影距難を 0.6m 〜 3m/3m 〜〇〇 
に切り替えられます。 

通©©濃炭 コント□-ル 
切り曾えボタン 

写真全体の港-;巧の度合いを調節 
できます。 

(5) 〇フラッシュモード 
ボタン 

陣自動発光/〇フラッシュモード 
(スローシンクロ/強制発光）を 
切り替えられます。 


カメラの構え方 

両手でしっかり力六ラを持ちましよラ。 


フラッシュ発光部、フラッシュ受光 
窓、 AE 受光窓に指やストラップを\ 
掛けない 

シャツターボタンは人差し指で巧ず- 
ストラップに手首を通ず- 



フイルム出□をふさびない 


縦位置撮影 


-握影レンズに指やストラップを 
掛けない 


横位置撮影 



撮影の準備 

n ストラップを取り付けます 


* 電池を乂れる前にフィルムパックを入れると、フィルムカウンターが誤作動することがあります。 

* フィルムパックをセットした巧は、絶対に裏ぶたを開けないで<ださし、。フィルムが感光する恐れがあります。 



* 落下防止のため、持ち運んだ 
り撮影するときはストラップ 
に手首を通してください。 


且電池を入れます 

■使用ずる電ミせ 

U チウム電ミ也 



撮影しよラ 



フジフイルムリチウム CR 2 吕本 

• 2本とも、新しい同じな柄- 
種類のものを使用してくだ 
さし、。 

• フィルムパックを入れる前 
に電池を入れてください。 
* 新しい電池で約30パック撮 
影できます（当せ試験条件 

による）。 



電池ぶたを閉めます 



電池の交換時期 


• 電源を入れてもレンス•部が動かないとき 
• フラッシュのち電に約6巧な上かかるとき 
• シャッ ターが切れないとき 
* 2本とも新しい電池に交換してください。 


日フィルムパックを入れます 

電池び入っていることを確認してから、直射日光を避けて 
'行ってください。 

■使用ずるフィルム 

フジフイルムインスタントカラーフィルム 
instax mini (チェキ用フィルム） 

• イ也のフィルムは使用できません。 

ホフィルムパックには1枚の黒いフィル 
ムカバーと10枚のフィルムが収納され 
ています。 

* フィルムパックはカメラに入れる直前 
に內裝袋から取り出してください。 

* フィルムカバー、背面2力巧の長ち形 
の巧は絶巧に押さないでください。 



フィルム K ツクを入れまず 

© フィルムバックの左右を持ちます。 

©フィルムパックのち色の結を カメラ內部の 
カメラ内部のき色の線に合わ ま色のネき- 

せま’ 



* まっすぐをとし込むようじ乂れてください。 



フイルムカバーを取り除きまず 


み シャッターボタン 
を押します。 

© フイルムカバーを 
取り除きます 




□ 


〇フラッシュモードは、周囲の明るさに応じて自動的にシャッタースピードび切り替わるフラッシュモードです。 
• 背景をより明るく写したいとさ 

• 逆光で被写体をきれいに撮りたいとき などに使巧します。 



0ちポタンを巧ずと、0フラッ 
シュモードに切り替えられます。 

* シャッターを切っても設定はをわ 
りません。 


を 


©©ボタンを巧すと、写真全がの 
濃淡の度合いを調節できます。 

* シャッターを切っても設定はをわり 
ません。 

* 写真全体の濃ぶの度合いは、周囲の 
明るさや気温などに影響されます。 
* 出来上がった写寛の濃沸の度合いに 
より、濃'ぶコントロールを調節して 
ください0 







% 


背景の明るさび不足気味の場合、ス□一 
シャッ ターになり、フラ ッシュ が発光します 
(ス□—シンク：:）。 

* スローシャッターになりますので、手ブレ 
防止のため、テーブルや=脚などを利用 
してカメラを固定することをおすすめし 
ます。 

* このモードでは、背景の色は照明の影響を受けや 
すくなります(堂ホ灯下では青緑っぽく、タングス 
テン灯下ではホっぽく写る場合があります）。 

* 背景が暗すぎると効果が出なぃ場合があります。 

明るいところでもフラッシュび発光しまず 
(強制凳光)。 


©0 濃淡コント□-ル 




写真全体が暗めに 
撮影されまず。 

• 被写体が白っぽく 
写ったときに設を 
して < ださい。 



通常はこの設定 
で攝影します。 



写真全体が明るめ 
に撮影されます。 

• 被写化が暗い感じ 
に写ったときに設 
をしてください。 


且 0セルフタイマーモード 

〇のボタンを巧しまず。 



© 構図を巧めてシャツターボタンを巧しまず。 



* スタートしたセルフタイマーモードを解除したいときは、のボタンを押すか、 
電源を切ってください。 


簡易接写レンズの使い方 (40cm 〜目 Ocm の距離で接写び出来ます） 


•取り付け方 

TOP マークび上にくるようにして、 
まっすぐはめ込みます。 


•取りがし方 

親指で横にずらしなびら引さ起こし 
てがします。 



* 正しくはまると、「カチッ」と音がします。 


* 撮影が終わったら、レンブを取り外して 
ください。 

取り付け時•取り巧 
し時•使用中には、レ 
ンブを回転させない 
でくださし、。レンブ 
のツメが读れる恐れ 
があります。 



•撮影 

〇カメラの撮該距離を 0.6m 〜 3m 
(i4 表示なし）に設定します。 


© カメラと被写体の距離び40 cm- 
60cm になるよラにします。 



©構図をミ夫めます。 


* 45 cm 〜 50 cm で撮影すると、最適なピン 
卜が得られます。 


ファインダーから見えるお囲と実際 
に写る乾囲にズ レが 生じます。 


• 写したいを囲をホめたら、下のように 
ファインダ—をずらして、 シャツ タ_ 
を切ります。 


ファインダ— 


写真の仕上がり I 


ファインダー 


写真の仕上がり 


巧己 cm ち上にず5ず 


巧 5cm 左上にず5ず 




フラッシュを上手に使うには… 

♦鏡やガラスなど、ホを反がさせるものがあるときは、かし斜めから写す 
など、なが光がカメラに入らないように工夫しましょう。 

酬掃 


• 二人] iLb の人物を撮影するときは、カメラからそれぞれの人物が同じ距 
離に並んで、巧等にフラッシュ光が当たるようにしましょう。 




0フラッシュモード 




UGHTEN (巧るくずる) 


NORMAL (通常) 


DARKEN (暗くずる) 


(表示なし自動発光モード 



雲をよりされいに写したいとキ J ® ^ ^ 














































































































































































































































































































































































































































































































